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近
年
、
中
国
に
お
い
て
は
簡
贖
に
書
写
さ
れ
た
大
量
の
古
文
献

が
出
土
し
、
古
代
史
学
の
諸
分
野
に
画
期
的
な
進
展
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
出
土
古
文
献
の
多
く
は
、
も
と
も
と
複
数
の
竹
簡
を
横

糸
で
編
綴
し
た
冊
書
の
形
態
を
も
つ
が
、
長
い
年
月
の
う
ち
に
横

糸
が
朽
ち
、
各
簡
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
出
土
古
文
献
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
竹
簡

を
い
か
に
し
て
冊
書
に
復
原
す
る
か
が
最
も
重
要
な
課
題
の
一
っ

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）

は
、
上
海
博
物
館
が
一
九
九
四
年
に
香
港
の
文
物
市
場
か
ら
購
得

序

=
[
 

『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0
0
 6』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

出
土
古
文
献
復
原
に
お
け
る
字
体
分
析
の
意
義

ー
上
博
楚
簡
の
分
篇
お
よ
び
耕
合
・
編
聯
を
中
心
と
し
て
|
l

し
た
竹
簡
―
二

O
O余
簡
か
ら
な
る
八
十
余
種
の
出
土
古
文
献
の

総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
湖
北
省
の
楚
墓
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
出
土
地
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書

写
年
代
は
、
炭
素
十
四
の
測
定
と
秦
の
白
起
に
よ
る
抜
郡
の
年
か

ら
、
前
三
七
三
年

S
前
二
七
八
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の

図
版
・
釈
文
を
収
録
し
た
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
の
刊
行
が
二

0
0
一
年
よ
り
開
始
さ

れ
、
現
在
第
五
冊
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
上
博
楚
簡
に
は
、

郭
店
楚
簡
や
包
山
楚
簡
な
ど
他
の
戦
国
楚
簡
に
比
し
て
、
残
鋏
し

た
竹
簡
が
き
わ
め
て
多
く
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
盗
掘
と
そ
れ
に

伴
う
市
場
流
出
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

上
博
楚
簡
研
究
に
お
い
て
は
、
大
量
の
残
簡
を
篇
ご
と
に
分
類
す

平
成
十
八
年
十
二
月
―
―
九
ー
一
四
一
頁

福

田

哲

之
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『
内
礼
』
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
二

0
0
四
年
）

は
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
立
孝
篇
・
曾
子
事
父
母
篇
と
共
通
す
る
内

容
を
も
ち
、
孝
を
中
心
と
し
た
礼
に
か
か
わ
る
古
侠
文
献
で
あ
る
。

一
、
『
内
礼
』
附
簡

る
分
篇
、
断
裂
し
た
残
簡
を
も
と
の
完
全
な
竹
簡
に
復
原
す
る
絣

合
、
各
簡
の
排
列
を
復
原
す
る
編
聯
と
い
っ
た
冊
書
へ
の
復
原
作

業
が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
復
原
作
業
は
、
竹
簡
の
形
制
・
字
体
・
語
彙
•

文
体
・
内
容
な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
が
、
断
片
的

な
残
簡
に
お
い
て
は
情
報
量
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
竹
簡
の
形
制
・

語
彙
・
文
体
・
内
容
と
い
っ
た
面
か
ら
客
観
的
な
指
標
を
得
る
こ

と
が
難
し
く
、
強
い
て
内
容
面
の
関
連
を
優
先
さ
せ
る
と
、
主
観

的
な
解
釈
に
陥
る
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
危
険
性
を

可
能
な
限
り
回
避
し
、
正
確
な
分
篇
に
も
と
づ
く
併
合
・
編
聯
を

試
み
る
上
で
重
視
さ
れ
る
の
が
、
残
簡
に
お
い
て
も
よ
り
客
観
性

の
高
い
指
標
と
な
り
得
る
字
体
の
分
析
で
あ
る
（
注
l
)
o

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
、
『
内
礼
』
附
簡
、
『
季
康
子

問
於
孔
子
』
簡
1
6
、
『
君
子
為
礼
』
『
弟
子
問
』
の
三
つ
の
事
例
を

取
り
上
げ
、
出
土
古
文
献
復
原
に
お
け
る
字
体
分
析
の
意
義
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
。

篇
名
は
簡
1
の
背
面
に
倒
書
さ
れ
た
篇
題
「
内
豊
」
（
「
豊
」
は
「
證

（
礼
）
」
の
初
文
）
に
よ
り
、
完
存
す
る
竹
簡
（
完
簡
）
四
簡
、
断

裂
し
た
残
簡
十
簡
の
計
十
四
簡
が
残
存
す
る
（
注
2
)
。
な
お
そ
の
後
、

林
素
清
氏
•
井
上
亘
氏
に
よ
っ
て
、
当
初
、
別
篇
と
さ
れ
た
『
昔

者
君
老
』
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
二

0
0
二
年
）

四
簡
（
完
簡
三
簡
、
残
簡
一
簡
）
が
、
『
内
礼
』
の
一
部
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
3
)
。
本
稿
も
両
氏
の
見
解
に
し
た
が
い

『
昔
者
君
老
』
を
『
内
礼
』
の
一
部
と
し
て
扱
う
が
、
論
述
の
混

乱
を
避
け
る
た
め
各
篇
の
名
称
は
従
来
の
ま
ま
と
し
た
。

『
内
礼
』
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
上
述
の
十
四
簡
以
外

に
分
篇
が
留
保
さ
れ
た
附
簡
一
簡
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
附
簡

は
簡
長
二
十
四
•
五
セ
ン
チ
、
下
段
の
み
の
残
簡
で
、
釈
文
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
（
注
4
)
o

図
口
亡
（
無
）
難
。
母
（
母
）
忘
姑
姉
妹
而
遠
敬
之
、
則
民
有
豊

（
證
）
、
然
後
奉
之
以
中
准
（
準
）

『
内
礼
』
の
「
釈
文
考
釈
」
を
担
当
し
た
李
朝
遠
氏
は
、
附
簡

に
つ
い
て
「
此
簡
字
謄
輿
本
篇
相
同
。
曾
将
之
奥
第
八
簡
綴
接
、

但
文
義
不
治
、
且
編
餞
不
整
。
存
此
備
考
」
と
述
べ
、
附
簡
の
字

体
は
本
篇
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
簡
8
と
の
接
続
の
可
能
性
を
指

摘
し
な
が
ら
（
注
5
)
、
文
義
が
合
わ
ず
、
編
線
も
整
合
し
な
い
こ
と
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か
ら
『
内
礼
』
へ
の
分
篇
を
留
保
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
に

お
い
て
も
、
『
内
礼
』
の
一
部
と
見
な
し
て
他
の
竹
簡
と
と
も
に
検

討
す
る
立
場
と
、
保
留
の
ま
ま
他
の
竹
簡
の
み
を
対
象
に
検
討
す

る
立
場
と
の
二
つ
に
分
か
れ
る
が
（
注
6
)
、
未
だ
附
簡
の
分
篇
に
つ

い
て
定
論
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
附
簡
の
字
体
を
精
査
す
る
と
、
風
格
面

で
は
『
内
礼
』
の
他
の
竹
簡
と
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

形
体
面
に
お
い
て
は
[
表

[
l
に
示
し
た
よ
う
に
「
亡
」
「
母
」
「
而
」

「
敬
」
「
則
」
「
民
」
「
豊
」
「
中
」
な
ど
、
第
三
欄
『
内
礼
』
附
簡

中
の
多
く
の
文
字
が
、
第
一
欄
『
内
礼
』
お
よ
び
第
二
欄
『
昔
者

君
老
』
と
相
違
し
、
附
簡
の
字
体
は
本
篇
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る

李
朝
遠
氏
の
見
解
は
、
首
肯
し
が
た
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら

に
上
博
楚
簡
の
他
の
諸
篇
と
の
比
較
分
析
を
試
み
た
結
果
、
こ
れ

ら
の
形
体
は
い
ず
れ
も
第
四
欄
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
（
『
上
海
博

物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
二

0
0
五
年
）
と
合
致
し
て
お
り
、
李

朝
遠
氏
が
疑
点
と
し
た
『
内
礼
』
附
簡
の
編
線
（
第
二
契
ロ
・
第

三
契
口
）
も
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
と
ほ
ぼ
同
位
置
に
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
字
体
と
形
制
と
の
両
面
か
ら
、
『
内
礼
』

附
簡
は
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
に
属
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
文
義
の
面
に
お
け
る
両
者
の
関
連
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
は
、
完
簡
八
簡
、
残
簡
二
十
簡
と
約

七
割
を
残
簡
が
占
め
る
た
め
（
注
7
)
、
内
容
を
十
分
に
把
握
し
難
い

簡
も
多
く
、
全
体
に
わ
た
る
編
聯
の
復
原
は
き
わ
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
『
内
礼
』
附
簡
と
の
間
に
直
接
的
な
耕

合
を
想
定
し
得
る
残
簡
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
、

以
下
に
示
す
よ
う
に
附
簡
と
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡

5
•

簡
1
2

と
の
間
に
「
…
而
…
之
、
則
…
有
：
．
」
と
い
う
共
通
の
構
文
が
認

め
ら
れ
る
点
で
あ
る
（
傍
線
部
参
照
）
。

•
ロ
ロ
無
難
。
母
忘
姑
姉
妹
而
遠
敬
之
、
則
民
有
證
。
然
後
奉

之
以
中
準
【
附
簡
】

•
口
面
事
皆
得
。
其
勧
而
強
之
、
則
邦
有
幹
。
動
百
姓
尊
之
以
口

【
季
5】

•
□
安
焉
。
作
而
乗
之
、
則
邦
有
獲
。
先
人
之
所
善
、
亦
善
之
、

先
人
之
所
使
【
季
12
】

こ
う
し
た
構
文
の
共
通
性
は
、
附
簡
が
『
季
康
子
問
於
孔

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
文
体
の
面
か
ら
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
に
お
け
る
附
簡
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
全
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

詳
細
な
議
論
は
別
稿
に
譲
る
が
（
注
8
)
、
新
た
に
附
簡
が
加
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
編
聯
復
原
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

(121) 



敬 而

環 蜻

賎巳

亡`

貶1
第

一

欄

『

内

礼

』

[

表

-

]

（注

9
)

塁匿 第

二

欄

『
昔
者
君
老
』

籍
馘

m
出

F11"

:`
f¥ 

~`
プr
-
1
↓

膚
鬱

督 暁 第

三

欄

『
内
礼
』
附
簡

第

四

欄

『
季
康
子
問
於
孔
子
』
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前
章
に
お
け
る
『
内
礼
』
附
簡
の
検
討
を
通
し
て
、
『
内
礼
』
『
昔

者
君
老
』
と
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
と
の
字
体
上
の
相
違
点
が
明

瞭
に
把
握
さ
れ
た
結
果
、
新
た
に
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
筋
16
の

二、

『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡

16

以
上
本
章
で
は
、
『
内
礼
』
附
節
に
つ
い
て
字
体
・
形
制
・
構
文

の
三
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
季
康
子
問
於

孔
子
』
と
の
間
に
緊
密
な
共
通
性
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
、
『
内
礼
』

附
簡
は
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
に
分
篇
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。 中 豊 民

員

[
表
二

]
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
三
欄

『
季
康
子
問
於
孔
子』

筋
16
の
「
敬
」
「
也
」「
豊
」
な
ど
の
形
体
が
第
四
欄

『
季
康
子
問

於
孔
子
』
の
他
の
竹
筋
と
異
な
り
、
第
一
欄

『
内
礼
』
お
よ
び
第

二
欄
『
昔
者
君
老
』
と
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち

『
内
礼
』
附
簡
の

場
合
と
は
逆
に
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡
16
は
『
内
礼
』

『
昔
者

君
老
』
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

図
之
必
敬
、
如
賓
客
之
事
也
。
君
日
、
鷹
豊
（
證
）

分
篇
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
筋

1
6は
節
長
十
四
•
八
セ
ン
チ
、

下
段
の
み
の
残
簡
で
、
釈
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

聾

飼

ftl

胴
闊

(123) 



こ
の
字
体
分
析
の
結
果
は
、
内
容
面
か
ら
も
明
確
に
裏
付
け
ら

れ
る
。
文
義
・
構
文
の
検
討
に
よ
り
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
筋
16

は
『
昔
者
君
老
』
簡
2

（
筋
長
二
十
二
•
六
艇
米
、
上
端
稽
歿
、

下
端
歿
峡
）
に
下
接
し
、
両
者
は
も
と
も
と
同
一
の
竹
簡
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
（
後
掲
釈
文
参
照
）
。
な
お
『
昔
者
君
老
』
筋

2
と
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡
16
と
を
合
わ
せ
た
筋
長
は
三
十
七
・

豊 也 敬
[
表
二
]

（注
10)

w 喝
第
一
欄

『
内
礼
』

第
二
欄

『
昔
者
君
老
』

至
命
於
閤
門
、
以
告
寺
人
、
寺
人
入
告
干
君
。
君
日
「
召
之
」
。

四
セ
ン
チ
、
こ
れ
に
対
し
て
『
昔
者
君
老
』
の
完
筋
は
簡
長
四
十

四
・
ニ
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
釈
文
中
に
「
•
•
…
·
」
で
示
し

た
ご
と
く
、
『
昔
者
君
老
』
簡
2
と
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡
16
と

の
間
に
は
な
お
六
•
八
セ
ン
チ
の
訣
失
簡
が
存
在
す
る
。

鬱
第
三
欄

『
季
康
子
問
於
孔
子
』
筋
16

叫 第
四
欄

『
季
康
子
問
於
孔
子
』
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『
君
子
為
礼
』
『
弟
子
問
』
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
五
）
』
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
侠
書
で
あ
る
。
『
君
子
為
礼
』
は
残

存
十
六
簡
の
う
ち
完
簡
二
簡
、
残
簡
十
四
簡
で
あ
り
、
『
弟
子
問
』

は
残
存
二
十
五
簡
の
す
べ
て
が
残
簡
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
孔

子
や
弟
子
の
問
答
を
中
心
と
し
、
内
容
面
に
お
い
て
類
似
性
を
も

つ
。
「
釈
文
考
釈
」
を
担
当
し
た
張
光
裕
氏
は
、

本
篇
典
下
一
篇
《
弟
子
問
》
簡
文
内
容
性
質
相
類
、
多
凰
孔

門
弟
子
典
夫
子
之
間
問
答
、
雨
篇
合
共
四
十
一
簡
、
然
残
閑

俯
多
、
彼
此
之
間
賞
在
難
以
依
序
編
連
。
経
仔
細
分
辣
、
並

従
竹
簡
切
口
位
置
・
文
字
書
窟
風
格
及
特
徴
審
視
、
大
致
可

謳
分
為
雨
類
、
例
如
「
而
」
「
也
」
「
子
」
「
其
」
「
尊
」
諸
字
、

無
論
運
筆
或
形
腔
、
皆
有
其
獨
特
窟
法
。
今
乃
依
披
上
述
標

準
、
並
結
合
部
分
簡
文
内
容
、
分
為
《
君
子
為
證
》
及
《
弟

一
、
『
君
子
為
礼
』
『
弟
子
問
』

太
子
入
見
、
如
祭
祀
之
事
[
也
]
【
昔
2
】
…
…
之
必
敬
ヽ
如

賓
客
之
事
也
。
君
日
「
薦
證
」
。
【
季
1
6
】

以
上
の
検
討
か
ら
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡
1
6
は
『
内
礼
』
篇

に
お
い
て
、
老
君
に
対
す
る
太
子
朝
見
の
礼
を
述
べ
た
文
脈
に
位

置
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
君
主
の
言
莱
に
よ
っ
て
厳
粛
に

進
行
さ
れ
る
礼
の
次
第
が
よ
り
明
瞭
に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

子
問
》
雨
篇
゜

と
述
べ
、
「
竹
簡
切
口
位
置
」
（
契
口
）
と
「
文
字
書
窟
風
格
及
特

徴
」
か
ら
両
篇
に
区
分
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
と
く
に
運
筆

や
形
体
に
特
徴
の
あ
る
文
字
と
し
て
「
而
」
「
也
」
「
子
」
「
其
」
「
尊
」

を
指
摘
し
て
い
る
（
注
l
l
)
0

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
の
刊
行
後
、
釈
読
に
関

す
る
多
く
の
見
解
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
陳
剣
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》

的
竹
簡
分
篇
・
併
合
与
編
聯
問
題
」
（
簡
吊
網
二

0
0
六
年
二
月
十

九
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
陳
氏

は
「
三
、
《
君
子
為
礼
》
」
の
（
三
）
に
お
い
て
、
以
下
の
ご
と
き

釈
文
を
提
示
し
て
い
る
。

（
三
）
簡
1
1
+
1
5
+
1
3
+
1
6
+
1
4
+
1
2
可
併
合
・
連
讀
、
《
弟

子
問
》
篇
的
簡
2
2
嘗
次
於
其
後
。
簡
文
如
下
、

行
子
人
子
羽
問
於
子
貢
日
、
「
仲
尼
典
吾
子
悔
一
執
賢
」
子
貢

日
「
夫
子
治
十
室
之
邑
亦
栗
、
治
萬
室
之
邦
亦
楽
、
然
則
図

【11】

lZI突
」
「
輿
萬
執
賢
」
子
貢
日
、
「
萬
治
天
下
之
川
、

【
1
5
】
口
以
為
己
名
。
夫
【
1
3
】
子
治
詩
書
、
【
1
6
】
亦
以
己

名
、
然
則
賢
於
萬
也
」
「
典
舜
【
1
4
】
執
賢
」
子
貢
日
、
「
舜

君
天
下
、
図
【
1
2
】

図
子
聞
之
日
「
賜
不
吾
知
也
。
夙
興
夜
森
、
以
求
聞
【
弟
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こ
の
陳
氏
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
部
分
を
「
行
子
人
」
と

釈
し
て
「
子
」
を
術
字
と
し
、
「
子
羽
」
を
鄭
の
行
人
子
羽
（
公
孫

揮
）
に
比
定
す
る
見
解
な
ど
、
い
ず
れ
も
従
う
べ
き
点
が
多
い
が
、

分
篇
・
編
聯
の
問
題
か
ら
注
意
を
要
す
る
の
は
、
簡
1
2
の
後
に
『
弟

子
問
』
簡

22
を
位
置
付
け
る
点
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、

陳
氏
は
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

《
弟
子
問
》
筋
22
営
是
孔
子
在
得
知
子
貢
奥
子
羽
的
問
答
内

容
後
、
認
為
子
貢
的
回
答
不
妥
、
子
貢
並
不
真
正
了
解
自
己
。

《
弟
子
問
》
簡

22
的
保
存
状
況
典
前
引
本
篇
簡
1
6
相
近
、
也

有
助
於
説
明
宅
何
原
本
在
一
慮
°

す
な
わ
ち
『
弟
子
問
』
簡

22
は
、
子
羽
と
子
貢
と
の
問
答
を
知

っ
た
孔
子
が
、
子
貢
の
回
答
は
不
適
切
で
あ
り
、
子
貢
は
自
分
（
孔

子
）
を
本
当
に
理
解
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
内
容
で
あ
る
と
し
、
そ

の
傍
証
と
し
て
『
弟
子
問
』
簡

22
の
保
存
状
態
が
そ
の
前
の
『
君

子
為
礼
』
簡
1
6
と
近
く
、
こ
れ
ら
が
も
と
も
と
一
箇
所
に
あ
っ
た

と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

『
君
子
為
礼
』
で
展
開
さ
れ
る
鄭
の
行
人
子
羽
と
子
貢
と
の
問

答
は
、
孔
子
と
子
産
・
萬
•
舜
と
の
優
劣
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、

子
羽
が
直
接
仕
え
た
名
宰
相
の
子
産
（
注
12)
、
治
水
に
功
績
が
あ
り

子
問
22】

夏
王
朝
を
開
い
た
萬
、
萬
に
禅
譲
し
た
聖
天
子
の
舜
と
累
進
的
に

比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
映
失
に
よ
り
子
産
と
舜
の
部
分

に
つ
い
て
は
内
容
を
明
確
に
把
握
し
難
い
が
、
萬
に
つ
い
て
は
天

下
の
河
川
を
治
め
た
萬
に
対
し
て
詩
書
を
治
め
た
孔
子
の
優
位
が

説
か
れ
て
い
る
。
子
産
に
つ
い
て
は
優
劣
を
判
定
し
た
最
終
部
分

を
跛
く
が
、
判
定
の
根
拠
は
「
夫
子
は
十
室
の
邑
を
治
め
て
亦
た

楽
し
、
万
室
の
邦
を
治
め
て
亦
た
楽
し
」
と
統
治
に
お
け
る
「
楽
」

が
基
準
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
楽
」
を
最
上
位
に
位
置
付
け

る
思
考
は
、
例
え
ば
『
論
語
』
宛
也
篇
の
「
子
日
く
、
之
を
知
る

者
は
之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む
者
は
之
を
楽
し
む
者
に

如
か
ず
」
と
い
う
孔
子
の
発
言
に
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
お
り
、
統

治
を
楽
し
ん
だ
孔
子
が
子
産
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
の
結
論
が
導

か
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
子

産
や
萬
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
舜
に
つ
い
て
も
同
様
に
孔
子
の

方

が

賢

で

あ

る

と

の

結

論

で

あ

っ

た

可

能

性

が

高

い

で

あ
ろ
う
（
注
1
3
)
0

こ
の
よ
う
に
、
子
羽
と
子
貢
と
の
一
連
の
問
答
は
、
孔
子
が
子

産
・
萬
．
舜
の
だ
れ
よ
り
も
賢
で
あ
る
こ
と
を
説
く
内
容
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
陳
剣
氏
の
見
解
に
従
い
、
こ
の

後
に
『
弟
子
問
』
簡
22
「
…
…
子
之
を
聞
き
て
日
く
、
賜
吾
を
知

ら
ざ
る
な
り
。
夙
に
興
き
夜
に
｛
昧
ね
、
以
て
求
聞
…
…
」
と
の
孔

子
の
言
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
子
貢
の
主
張
は
孔
子
自
身
に
よ
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不 子 也

ー駐
W

餌
倅

}
1
 

第
一
欄

『
君
子
為
礼
』

[
表
三
]

（注
14

第
二
欄

『
弟
子
問
』
簡
22

っ
て
批
判
さ
れ
る
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
章

段
の
意
図
は
子
産
・
萬
•
舜
に
対
す
る
孔
子
の
優
位
を
説
く
も
の

で
は
な
く
、
逆
に
師
を
誇
ら
ん
と
す
る
あ
ま
り
不
遜
な
言
辞
を
弄

し
た
子
貢
に
対
し
て
、
孔
子
の
謙
譲
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
可
能

性
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
『
弟
子
問
』
筋

22
の
耕
合
は
、
こ
の

章
段
の
内
容
理
解
を
左
右
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ

と

用
・

担
革
渇

汁
~
J、[.

兄
，t

ふ
化
栢
託
比屑

t
h曰し＂

第
三
欄

『
弟
子
問
』

言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
『
弟
子
問
』
簡

22
の
併
合
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
字

体
の
面
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
(
[
表
三
]
参
照
）
。
ま
ず
指
摘
さ

れ
る
の
は
、
『
弟
子
問
』
簡
22
に
張
光
裕
氏
が
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟

子
問
』
と
を
区
分
す
る
指
標
と
し
た
文
字
の
中
の
「
也
」
「
子
」
字

が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
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こ
の
う
ち
「
子
」
字
に
は
、
第
二
画
の
縦
画
が
第
一
欄
子

為
礼
』
で
は
直
線
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
欄
『
弟
子
問
』
で

は
曲
線
的
で
あ
る
と
い
っ
た
筆
法
上
の
傾
向
性
が
看
取
さ
れ
る
。

第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡

22
の
「
子
」
字
は
や
や
不
鮮
明
な
が
ら
曲

線
的
な
筆
画
を
有
し
て
お
り
、
『
君
子
為
礼
』
に
比
し
て
『
弟
子
問
』

と
の
間
に
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
「
子
」
字

に
つ
い
て
は
、
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟
子
問
』
と
の
間
に
形
体
上
の

差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
個
別
的
に
み
る
と
か
な
り
接
近
し
た
例
も

見
い
だ
さ
れ
る
た
め
、
単
独
で
は
判
別
基
準
と
し
て
十
分
に
機
能

し
が
た
い
面
が
残
る
こ
と
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
也
」
字
に
つ
い
て
は
、
最
終
の
筆
画
が
第
一

欄
『
君
子
為
礼
』
は
左
斜
め
下
で
一
旦
筆
を
止
め
て
右
上
に
曲
線

的
に
大
き
く
折
り
返
し
た
形
体
、
第
三
欄
『
弟
子
問
』
は
そ
の
ま

ま
右
斜
め
下
に
引
き
下
ろ
し
た
形
体
と
明
瞭
な
相
違
が
認
め
ら
れ
、

第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
22
は
子
問
』
の
他
の
諸
簡
と
合
致
し

て
い
る
（
注
15)o

こ
の
よ
う
に
『
弟
子
問
』
簡
22
の
「
子
」
「
也
」
字
は
い
ず
れ
も

『
弟
子
問
』
の
他
の
諸
簡
と
合
致
し
、
『
君
子
為
礼
』
と
相
違
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
両
者
の
分

篇
に
有
効
な
常
用
字
の
例
と
し
て
「
不
」
字
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
(
[
表
三
]
参
照
）
。
楚
簡
文
字
の
「
不
」
字
の
縦
の
筆
画
に
は

通
常
必
要
と
さ
れ
な
い
装
飾
的
な
一
画
（
点
）
が
付
加
さ
れ
る
例
が

多
見
さ
れ
、
こ
の
飾
画
が
第
一
欄
『
君
子
為
礼
』
で
は
横
画
、
第

三
欄
『
弟
子
問
』
で
は
円
点
と
明
瞭
に
相
違
し
て
い
る
。
そ
し
て

第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
22
の
「
不
」
字
も
「
子
」
「
也
」
字
と
同
様
、

『
弟
子
問
』
の
他
の
諸
簡
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

「
也
」
「
子
」
「
不
」
字
の
出
現
状
況
を
『
君
子
為
礼
』
『
弟
子

問
』
の
簡
ご
と
に
整
理
す
る
と
[
表
四
]
の
ご
と

V
で
ぁ
り
、
他

方
の
筆
法
・
形
体
が
混
用
さ
れ
る
例
は
一
例
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
。

こ
う
し
た
複
数
の
文
字
に
お
け
る
筆
法
・
形
体
の
一
貫
し
た
相
違

は
、
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟
子
問
』
と
の
書
写
者
が
異
な
る
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
（
注
16)0

そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
張
光
裕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
字
体
の
相
違
が
完
簡
お
よ
び
残
存
簡
(
[
表
四
]
「
竹
簡

（
残
存
契
口
）
」
欄
参
照
）
か
ら
計
測
さ
れ
る
契
口
位
置
の
相
違
と

も
対
応
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
注
17)°

こ
う
し
た
状
況
は
、
こ
れ
ら

の
字
体
と
契
口
位
置
と
の
間
に
明
瞭
な
対
応
関
係
が
存
在
し
、
そ

れ
は
同
じ
字
体
で
あ
り
な
が
ら
跛
損
に
よ
り
契
口
位
置
を
特
定
し

が
た
い
残
簡
に
つ
い
て
も
適
用
し
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟
子
問
』
と
に
認
め
ら
れ
る
字
体
お

よ
び
契
口
位
置
の
相
違
は
、
両
篇
が
筆
者
を
異
に
し
た
別
個
の
冊

書
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
『
君
子
為
礼
』
の
子
羽
と
子
貢
と
の
問
答

の
後
に
孔
子
が
子
貢
を
批
判
す
る
『
弟
子
問
』
簡
22
が
接
続
し
た
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簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡
16 15 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

゜゚
1 

゜゚゜゚
3 

゜゚゜゚
1 2 3 1 也

1 1 

゜゚
1 6 

゜゚゜゚゜゚
1 3 

゜
3 子

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
2 4 2 不

上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 喜上 贔下 下 端 下 端 端 下 端 下 下 端 端 端 端
端 端 残端

~ : 端 : 端 端 残

~ 残＾ 第 : ＾ 上白ヒ 上白ヒ 上白ヒ 上白ヒ 上白ヒ

信
ヽ

第
残 残 下 残 残

ヽ
残 下 下

＾ ^  
端

＾ 
下 下

＾ 
下

＾ ^  
端 下 端 • 下 ． 

不 第: 不 端 端 第 端 不 第 i 端 平 第 端 第 竹
明ヽ 明 残 残 残 明ヽ 残 斉 残 簡

？ 
ヽ ？ 

＾ 第 ＾ 第
鼻第 ＾ 第 ＾ ^  第 ＾ 第

ヘ第ヽ ヽ
第 第 第 第 ＾ 残

ヽ 賃ヽ ~ ． ヽ ヽ ヽ ヽ

第 第 第 第 口
ヽ

ヽ . 
第 第 第

ヽ ヽ ヽ

[
表
四
]

『
君
子
為
礼
』

と
の
陳
剣
氏
の
見
解
は
、
成
立
し
が
た
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

(129) 



簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 節 簡 簡 簡 簡 簡
19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

2 

゜゚゜゚゜゚
2 1 1 2 1 

゜゚
1 3 

゜
1 1 也

3 

゜
1 1 

゜
3 2 2 2 

゜
1 1 

゜
1 2 3 

゜
2 1 子

゜
1 

゜゚
1 

゜
2 

゜゚゜゚
1 

゜
2 2 

゜゚
1 

゜
不

上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上 上
端 下 下 下 端 端 端 下 下 端 下 端 下 端 端 端 端 端 下

~ 
端 端 端 残残 平 端 端 残 端 残 端 残 残 殊 平 平 端
上芦ヒ

晨
上自ヒ ヽ

斉皆 信 皆
ヽ

皆
ヽ

斉 斉皆
残 残 下 下 残 下 残 下 残 下 下 下

ヽ
残

下

＾ ^  ^  
端 端 下

＾ ^  
端

＾ 
端

＾ 
端 端 端 下 下

＾ 端 不 不 第 平: 端 第 第 平 第 : 不 平: 平 端 端 第 竹
残 明 明 斉 残 斉 明 斉 斉 残 残 簡

ヽ ヽ~ 、~

？ ？ ？ 、- ？ 

＾ 第 ＾ ^  ^  ＾ ＾ ^  ^  ^  ^  ^  ＾ 第 第 第
ヽ ヽ

第
ヽ

第 第 第 第 第 第
ヽ

残
＝ ＝ 

旦ヽ 、~ ヽ ヽ ． ヽ ヽ

第 第 第 第 第 ロヽ
ヽ ヽ ヽ ___, 、～

『
弟
子
問
』
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陳
剣
氏
は
、
さ
ら
に
以
下
の
ご
と
く
『
君
子
為
礼
』
簡
1
0
と
『
弟

子
問
』
簡
1
8
と
の
併
合
を
指
摘
し
て
い
る
。

男
外
、
本
篇
簡
1
0
也
有
可
能
堂
輿
《
弟
子
問
》
篇
的
筋
2
2
（
注
2
1）

相
併
合
、
附
記
於
此
、

不

倅
第
一
欄

『
君
子
為
礼
』

[
表

五

]

（注
20

胃
mr.

『

,

第
二
欄

『
弟
子
問
』
筋
1
8

IZI昔
者
仲
尼
鍼
(
?
.
）
徒
三
人
、
弟
徒
五
人
、
莞
過
之
徒
【
1
0】

者
、
皆
可
以
総
諸
侯
相
突
。
東
西
南
北
、
不
奇
□

IZI
【弟

子
問
1
8】

し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
も
‘

[
表
五
]
に
示
し
た
ご
と
く
、
第

用

第三欄

『弟子問』

附 簡 簡 筋 筋 簡
筋 24 23 22 21 20 

1 1 

゜
1 

゜゚
゜゚

1 1 

゜
1 

1 

゜
1 1 

゜゚
上 上 上 上 上 上
端 端 下 端 端 下
残 残 端 残 平 端

ヽ 、上白ヒ ‘斉 皆
下 下 残 下 ‘残
端 端

＾ 
端 下

＾ 関関不 平 端 不
明 斉 残 明
ヽ ヽ

＾ ^  ＾ ^  不 不 不 不
明 明 明ヽ 明ヽヽ ヽ

在 在
1ヽ9 1ヽ8 
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二
欄
『
弟
子
問
』
簡
1
8
の
「
不
」
字
に
、
上
述
し
た
第
一
欄
『
君

子
為
礼
』
と
相
違
し
第
三
欄
『
弟
子
問
』
と
共
通
す
る
円
点
の
飾

画
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
冊
書
を
異
に
す
る
『
君

子
為
礼
』
簡
1
0
（注
22
）
と
の
併
合
に
は
従
い
が
た
い
。

孔
子
と
子
産
・
萬
•
舜
と
の
優
劣
を
め
ぐ
る
子
羽
と
子
貢
と
の

問
答
が
い
か
な
る
帰
結
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
映
失
に
よ
り

明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の

は
、
先
に
陳
剣
氏
が
『
弟
子
問
』
簡
1
8
と
の
接
続
を
指
摘
し
た
『
君

子
為
礼
』
簡
1
0
に
「
仲
尼
」
の
呼
称
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

『
君
子
為
礼
』
の
残
存
十
六
簡
に
お
け
る
孔
子
の
呼
称
を
み
る

と
、
地
の
文
で
は
す
べ
て
「
夫
子
」
で
あ
り
（
簡

1

・
簡
3
)
、

問
答
中
に
お
い
て
も
孔
門
弟
子
で
あ
る
顔
淵
（
簡

3
•

簡
4
)、

子
貢
（
簡
1
1
・
簡

1
3
+
1
6
)
は
い
ず
れ
も
「
夫
子
」
と
称
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
『
君
子
為
礼
』
に
お
い
て
「
仲
尼
」
の
呼
称
を
用

い
る
の
は
、
簡
1
1
の
子
羽
の
発
言
と
簡
1
0
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
逆
に
簡
1
1
の
子
羽
が
孔
門
弟
子
以

外
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
呼
称
の
観
点
か
ら

も
子
羽
を
孔
門
弟
子
の
子
羽
（
溜
豪
滅
明
）
と
す
る
張
光
裕
氏
の

見
解
は
首
肯
し
が
た
く
、
鄭
の
行
人
子
羽
（
公
孫
揮
）
に
比
定
す

る
陳
剣
氏
の
見
解
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
簡
1
0
に

つ
い
て
も
「
仲
尼
」
の
呼
称
の
存
在
か
ら
、
地
の
文
で
は
な
く
孔

門
弟
子
以
外
の
人
物
の
発
言
の
一
部
で
あ
る
と
の
推
定
が
可
能
と

こ
こ
で
簡
1
0
を
除
く
『
君
子
為
礼
』
の
残
存
十
五
簡
の
内
容
に

つ
い
て
み
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
四
組
に
分
類
さ
れ
る
（
数
字
は

竹
簡
番
号
）
。

(
I
)
顔
淵
と
孔
子
と
の
礼
の
実
践
に
か
か
わ
る
問
答
（
簡

1
+

2
…

+

3
墨
鉤
前
）

(
I
l
)顔
淵
と
孔
子
と
の
独
知
•
独
貴
•
独
富
に
つ
い
て
の
問
答

（簡
3
墨
鉤
後
十

9
A
+…

4
…

+
9
B
)
（注
23)

(
r
n
)礼
の
具
体
的
な
実
践
方
法
（
簡

5
+
6
•

簡
7
A

・
簡
7
B
+

8
)
（注
24)

(
W
)
行
人
子
羽
と
子
貢
と
の
孔
子
と
子
産
·
萬
•
舜
と
の
優
劣

に
つ
い
て
の
問
答
（
簡
1
1
…

十

…

1
5
+
1
3
+
1
6
+
1
4
+
1
2
)

こ
の
う
ち

(
I
)
と

(II)
と
は
連
続
す
る
が
、
全
体
構
成
に

お
け
る

(
I
)
（
II)
と

(m)
と

(
W
)
と
の
前
後
関
係
は
不
明

で
あ
る
。
仮
に
『
君
子
為
礼
』
が
こ
の
四
組
の
内
容
で
構
成
さ
れ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
現
存
簡
に
み
え
る
登
場
人
物
で
「
仲
尼
」
の

呼
称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

(
W
)
の
子
羽
の
み
で
あ
り
、

完
存
す
る
簡
1
1
の
簡
首
「
行
子
人
子
羽
問
於
子
貢
日
」
が

(
W
)

の
冒
頭
に
あ
た
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
簡
1
0
は
子
貢
の
発

言
に
対
す
る
子
羽
の
コ
メ
ン
ト
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘

な
る
。
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さ
れ
る
。
た
だ
し
『
君
子
為
礼
』
に
は
多
く
の
映
失
簡
が
存
在
す

る
た
め
、
残
存
す
る
四
組
以
外
に
別
の
問
答
が
含
ま
れ
て
い
た
と

の
推
測
も
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
簡

10
は
映
失
し
た
問
答
に
お
け

る
孔
門
弟
子
以
外
の
人
物
の
発
言
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考

慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

簡
10
は
文
意
を
把
握
し
が
た
く
、
『
君
子
為
礼
』
に
お
い
て
他
の

諸
簡
と
の
関
連
や
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
唯
一
の

残
簡
で
あ
る
が
、
上
述
の
検
討
に
よ
っ
て
、
不
十
分
な
が
ら
釈
読

に
定
の
方
向
性
を
見
い
だ
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
陳
剣
氏
の
見
解
に
対
し
て
、
張
光
裕
氏
の
分
篇
の
妥

当
性
を
検
証
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
『
君
子
為
礼
』

と
『
弟
子
問
』
と
の
分
篇
の
問
題
に
つ
い
て
、
『
弟
子
問
』
簡
3
を

取
り
上
げ
て
み
た
い
。

『
弟
子
問
』
簡
3
は
、
簡
長
十
ニ
セ
ン
チ
、
上
端
平
斉
、
下
端

残
の
残
簡
で
、
釈
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

母
又
（
有
）
柔
季
（
教
）
、

母
又
（
有
）
首
猷
、
植
（
直
）
図

こ
の
う
ち
『
弟
子
問
』
簡
3
と
子
為
礼
』
お
よ
び
『
弟
子

問
』
の
他
の
諸
簡
と
の
比
較
が
可
能
な
「
母
（
母
）
」
「
子
（
偏
芳
）
」

「
又
」
「
植
」
の
四
字
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
(
[
表
六
]

参
照
）
。

ま
ず
「
母
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
欄
『
君
子
為
礼
』
に
は

第
一
画
の
収
筆
を
右
側
に
顕
著
に
巻
き
込
む
特
徴
を
も
っ
た
例
が

散
見
さ
れ
（
注
25)
、
第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
3
は
こ
れ
ら
と
合
致
し

て
第
三
欄
『
弟
子
問
』
の
他
の
諸
簡
と
異
な
っ
て
い
る
。

「
子
」
字
の
相
違
に
つ
い
て
は
す
で
に
上
述
し
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
第
三
欄
『
弟
子
問
』
に
み
え
る
「
季
」
字
の
偏
労
の
「
子
」

字
は
『
弟
子
問
』
の
「
子
」
字
と
同
様
、
第
二
画
の
縦
画
を
曲
線

的
に
作
り
、
一
貰
し
た
筆
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
3
「
孝
（
教
）
」
字
の
偏
芳
の
「
子
」

字
は
第
二
画
を
直
線
的
に
作
っ
て
お
り
、
『
弟
子
問
』
の
「
子
」
字

と
筆
法
を
異
に
し
、
逆
に
『
君
子
為
礼
』
の
「
子
」
字
と
合
致
し

て
い
る
（
「
子
」
字
の
用
例
に
つ
い
て
は
[
表
三
]
[
表
四
]
参
照
）
〇

「
又
」
「
植
」
字
に
つ
い
て
は
『
君
子
為
礼
』
に
用
例
が
見
え
な

い
た
め
、
第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
3
と
第
三
欄
『
弟
子
問
』
の
他

の
諸
簡
と
の
比
較
と
な
る
が
、
『
弟
子
問
』
簡
3
の
「
又
」
字
は
、

「
n
」
の
角
度
が
水
平
に
近
い
曲
線
、
収
筆
が
緩
や
か
な
曲
線
と

な
る
の
に
対
し
、
『
弟
子
問
』
の
他
の
諸
簡
は
い
ず
れ
も
「

n
」
の

角
度
が
直
角
に
近
く
、
収
筆
が
ほ
ぼ
垂
直
に
下
ろ
さ
れ
る
と
い
う

顕
著
な
共
通
性
を
示
し
、
両
者
は
明
確
に
筆
法
を
異
に
し
て
い
る
。

ま
た
「
植
」
字
で
は
、
第
二
欄
『
弟
子
問
』
簡
3
が
上
部
「
直
」

字
の
第
一
画
を
横
画
に
作
る
の
に
対
し
、
第
三
欄
『
弟
で
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植 又 子
（
偏
労
）

母
[表
六
]
（注
26

煎
‘

第
一
欄

『
君
子
為
礼
』

＇ 9
-

（希）

は
円
点
に
作
っ
て
点
画
の
形
体
を
異
に
す
る
。
こ
の
相
違
は
上
述

し
た
『
君
子
為
礼
』
が
「
不
」
字
の
飾
筆
を
横
画
に
作
る
の
に
対

し
、
『
弟
子
問
』
が
円
点
に
作
る
の
と
対
応
し
て
お
り
、
間
接
的
な

が
ら
『
弟
子
問
』
簡
3
と
『
君
子
為
礼
』
と
の
共
通
性
を
示
す
も

第
二
欄

『
弟
子
問
』
簡
3

の
と
見
な
さ
れ
る
。

『
弟
子
問
』
簡
3
で
は
、
明
瞭
な
判
別
基
準
と
な
る
文
字
が
み

ら
れ
ず
、
三
者
相
互
に
比
較
可
能
な
文
字
（
単
字
）
が

「
母
」
字
に

限
ら
れ
る
た
め
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
が
、
上
述
し
た
諸
点
を

»斗
~

渕
7

第
三
欄

『
弟
子
問
』

（季）
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好
。
凡
色
母
憂
・
母
佛
・
母
作
・
母
謡
・
母
【
5
】
阿
視

総
合
的
に
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
弟
子
問
』
簡
3
は
『
君
子

為
礼
』
中
の
竹
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
の
字
体
分
析
の
結
果
は
、
契
口
位
置
の
分
析
か
ら
有
力
な

証
左
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
野
友
子
氏
は
『
弟
子
問
』
の
頂

端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
の
距
離
が
、
簡
3
で
は
十
•
四
セ
ン
チ
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
簡
1
3
で
は
十
五

・
O
セ
ン
チ
と
相
違
す
る
た

め
、
第
一
契
口
の
位
置
を
確
定
し
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
（
注
27)°

先
の
字
体
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
草
野
氏
が

指
摘
す
る
契
口
位
置
の
相
違
は
、
簡

3
が
実
は
『
君
子
為
礼
』
に

属
す
る
竹
簡
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
『
君
子
為
礼
』
の
頂
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
の
距
離
は
十
・

五
セ
ン
チ
で
あ
り
、
『
弟
子
問
』
簡
3

の
十
•
四
セ
ン
チ
と
ほ
ぼ
同

位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
字
体
分
析
の
結
果
が
裏
付
け
ら
れ
、

『
弟
子
問
』
簡
3
は
『
君
子
為
礼
』
中
に
分
篇
す
べ
き
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
文
体
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
弟
子
問
』
第
3
簡

に
は
「
母
有
口
」
と
い
う
禁
止
条
項
を
提
示
す
る
形
式
が
み
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
文
体
は
、
以
下
の
ご
と
く
『
君

子
為
礼
』
の
（
田
）
簡

5
+
6
•

簡
7
A
に
も
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

結

語
母
側
眺
。
凡
目
母
遊
、
定
視
是
求
。
母
欽
母
去
、
啓
之
疾
徐
、

稲
其
衆
寡
【

6
】

図
雌
而
秀
。
瞥
母
廂
・
母
摘
、
身
母
慨
・
母
静
、
行
母
晒
．

母
揺
、
足
母
墜
・
母
□
口
【
7
A
】

『
弟
子
問
』
簡
3
の
「
母
有
口
」
は

(III)
に
み
え
る
「
母
口
」

と
や
や
表
現
が
異
な
る
点
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
柔
弱
な
教
え
や
首
謀
と
な
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
で
あ

り
、
禁
止
条
項
の
提
示
と
い
う
形
式
面
に
お
け
る
共
通
性
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
『
弟
子
問
』
簡
3
は

(III)
に
列
挙
さ
れ
た
礼
の
実

践
方
法
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
が
指
摘
さ
れ
る
。

以
上
、
『
内
礼
』
附
簡
、
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
簡
1
6
、
『
君
子

為
礼
』
『
弟
子
問
』
の
三
つ
の
事
例
を
中
心
に
、
出
土
古
文
献
復
原

に
お
け
る
字
体
分
析
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
字
体
分

析
は
出
土
古
文
献
研
究
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
断

片
的
な
残
簡
の
分
篇
を
検
討
す
る
際
、
有
効
性
の
高
い
研
究
方
法

の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
稿
の
検
討
を
通
し
て
、

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
分
篇
の
妥
当
性
や
保
留
と
さ

れ
た
残
簡
の
分
篇
の
究
明
、
さ
ら
に
新
た
に
提
起
さ
れ
た
併
合
・
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(
1
)

同
一
冊
書
の
編
聯
復
原
に
お
け
る
字
体
分
析
の
有
効
性
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
『
語
叢
三
』
の
再
検
討
ー
竹
簡
の
分
類
と
排
列
ー
」
（
浅

野
裕
一
編
『
古
代
思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
〈
第
三
部
、
第
一
章
〉
汲
古

書
院
、
二

0
0
五
年
）
参
照
。
な
お
こ
の
論
文
は
補
訂
を
加
え
て
、

小
著
『
中
國
出
土
古
文
献
奥
戦
國
文
字
之
研
究
』
〈
佐
藤
賂
之
・
王
銹

斐
訳
〉
（
萬
巻
棲
圏
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
五
年
）
に
収
録
し
た
。

(
2
)
完
簡
1
.
2
.
3
.
1
0

残
簡
4
A
.
4
B
.
5
.
6
A
.
6
B
.

7
A
.
7
B
.
8
A
.
8
B
.
9
(
A
B
は
併
合
簡
を
示
す
）

(
3
)
林
素
清
「
「
釈
「
匪
」
ー
兼
及
《
内
礼
》
新
釈
与
重
編
」
（
「
中
国
文

字
学
的
方
法
与
実
践
国
際
学
術
研
討
会
」
提
出
論
文
、
シ
カ
ゴ
大
学
・

二
0
0
五
年
五
月
二
十
八
日

S
三
十
日
）
・
「
上
博
四
《
内
礼
》
篇
重

注

編
聯
の
検
証
な
ど
の
諸
点
で
、
字
体
分
析
が
重
要
な
拠
り
所
と
な

る
こ
と
を
具
体
的
に
提
示
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
年
九
月
六
日
に
上
海
博
物
館
に
お
い
て
膜
茅
左
氏
か
ら
お
聞

き
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
当
初
全
六
冊
の
予
定
で
あ
っ
た
『
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
は
冊
数
が
加
増
さ
れ
（
全
冊
数
は
未
定
）
、

最
終
冊
に
は
も
っ
ぱ
ら
断
簡
が
収
録
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
断
簡
の
精
緻
な
字
体
分
析
に
よ
っ
て
、
冊
書
復
原
の
一

層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

探
」
（
「
出
土
簡
吊
文
献
与
古
代
学
術
国
際
研
討
会
」
提
出
論
文
、
国

立
政
治
大
学
・
ニ

0
0
五
年
十
二
月
二
日

S
三
日
）
、
井
上
亘
「
《
内

豊
》
篇
与
《
昔
者
君
老
》
篇
的
編
聯
問
題
」
（
簡
吊
研
究
網
二

0
0五

年
十
月
十
六
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/
)

(
4
)

以
下
、
本
稿
に
掲
げ
る
上
博
楚
簡
の
釈
文
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま

え
、
部
分
的
に
私
見
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
印
刷
の
便

宜
上
、
一
部
に
通
行
の
文
字
を
用
い
た
。

(
5
)

た
だ
し
、
簡
8
は
上
下
両
段
を
綴
合
し
た
完
簡
で
あ
り
、
附
簡
は

下
段
の
み
の
残
簡
で
あ
る
た
め
、
李
朝
遠
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
簡

8
と
附
簡
と
の
「
綴
接
」
は
想
定
し
難
い
。
あ
る
い
は
簡
8
は
、
簡

9
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
簡
9
は
『
内
礼
』
に
お
い
て

上
段
の
み
を
存
す
る
唯
一
の
残
簡
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
竹
簡
の
残

存
状
況
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
簡
9
の
下
に
約
三
セ
ン
チ
の
映
失

を
含
ん
で
附
簡
が
接
続
す
る
と
の
想
定
は
可
能
で
あ
る
。

(
6
)
附
簡
を
『
内
礼
』
の
一
部
と
み
る
立
場
と
し
て
林
素
清
氏
の
見
解
、

保
留
す
る
立
場
と
し
て
井
上
亘
氏
の
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
（
前
掲
注
3

参
照
）
。
な
お
、
林
氏
は
簡
9
の
後
に
附
簡
を
排
合
す
る
（
中
間
に
鋏

失
を
含
む
）
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

(
7
)

液
茅
左
氏
の
「
釈
文
考
釈
」
に
よ
れ
ば
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
本

篇
の
竹
簡
は
二
十
三
簡
。
完
簡
八
簡
（
簡
1
.
3
.
4
.
7
.
1
4
.

1
9
.
2
1
.
2
3
)
、
綴
合
後
完
整
簡
四
簡
（
簡
1
0
.
1
5
.
1
8
.
2
2
)
、
綴

合
後
不
完
整
簡
一
簡
（
簡
11)
、
上
段
映
失
（
下
段
残
存
）
簡
九
簡
（
簡
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2
.
6
.
8
.
9
.
1
2
.
1
3
.
1
6
.
1
7
.
2
1
)
、
中
段
残
存
簡
一
簡
（
簡

5
)
。
こ
の
よ
う
に
液
氏
は
上
下
二
段
の
残
簡
の
綴
合
を
試
み
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
は
な
お
異
論
の
あ
る
簡
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
は
綴
合
前
の
状
態
に
復
し
て
、
完
簡
•
残
簡
の
簡
数
を
示
し
た
。

(
8
)
本
号
掲
載
の
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
編
聯
と

構
成
」
参
照
。
な
お
こ
の
論
文
は
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
（
武

漢
大
学
・
ニ

0
0
六
年
六
月
二
十
六
日

1
二
十
八
日
）
に
提
出
し
た

拙
稿
「
上
博
五
《
季
康
子
問
於
孔
子
》
的
編
聯
奥
結
構
」
に
も
と
づ

＜
邦
文
で
あ
る
。

(
9
)
各
文
字
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
末
尾
[
別
表
ー
]
参
照
o

(10)

各
文
字
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
末
尾
[
別
表
2
]
参
照
o

(11)
各
文
字
の
形
体
お
よ
び
比
較
に
つ
い
て
は
、
草
野
友
子
「
『
上
海
博

物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
に
つ
い
て
ー
形
制
一
覧
と
所
収
文
献
提

要
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
号
、
二

0
0
六
年
）
参
照
。

(12)
『
左
伝
』
襄
公
二
十
四
年
に
は
、
陳
へ
の
進
攻
に
対
す
る
鄭
伯
の
賞

賜
（
六
邑
）
を
辞
退
し
、
三
邑
を
受
け
た
子
産
に
つ
い
て
「
公
孫
揮
日
、

子
産
其
牌
知
政
突
。
襄
不
失
證
」
と
子
羽
（
公
孫
揮
）
が
評
価
し
た
発

言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
襄
公
三
十
一
年
に
は
子
産
の
政
権
に
お
け
る

子
羽
の
役
割
に
つ
い
て
「
子
産
之
従
政
也
、
揮
能
而
使
之
。
…
…
公

孫
揮
能
知
四
國
之
為
、
而
緋
於
其
大
夫
之
族
姓
班
位
貴
賤
能
否
、
而

又
善
為
辞
令
。
…
・
：
鄭
國
将
諸
侯
之
事
、
子
産
之
問
四
國
之
為
於
子

羽
、
且
使
多
為
辞
令
」
と
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
子

羽
は
人
物
評
価
に
す
ぐ
れ
、
諸
国
の
情
報
通
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物

で
あ
り
、
子
羽
が
子
貢
に
孔
子
の
賢
者
と
し
て
の
度
合
い
を
質
問
す

る
と
い
う
『
君
子
為
礼
』
の
場
面
設
定
は
、
外
交
に
た
ず
さ
わ
る
子

羽
の
行
為
と
し
て
現
実
感
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
陳
剣
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
子
産
・
子
羽
は
時
代
的
に

孔
子
や
子
貢
に
先
行
す
る
た
め
、
こ
の
説
話
を
歴
史
上
の
事
実
と
見

な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
近
接
し
た
時
代
で
あ
っ
た
た

め
に
、
大
き
な
時
代
錯
誤
と
し
て
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
状
況
は
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
説
話
の
虚
構
性
を
端

的
に
示
し
て
お
り
、
子
羽
と
子
貢
と
の
時
代
差
に
対
す
る
認
識
が
稀

薄
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
成
立
は
比
較
的
後
起
に

属
す
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(13)
『
君
子
為
礼
』
の
内
容
お
よ
び
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
号

掲
載
の
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
君
子
為
礼
』
と
孔
子
素
王
説
」
参

照。

(

1

4

)

[

表
三
]
に
掲
げ
た
各
文
字
の
図
版
の
竹
簡
番
号
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
各
篇
の
竹
簡
全
体
の
用
例
に
つ
い
て
は
[
表
四
]
参
照
o

「
也
」
…
…
『
君
子
為
礼
』
簡
3
、
『
弟
子
問
』
簡
4

「
子
」
…
…
『
君
子
為
礼
』
簡
11
、
『
弟
子
問
』
簡
8

「
不
」
…
…
『
君
子
為
礼
』
簡
2
（
二
例
）
、
『
弟
子
問
』
簡
13

(15)

図
版
に
よ
れ
ば
『
弟
子
問
』
簡

22
は
竹
簡
の
損
傷
が
激
し
く
、
竹

の
繊
維
が
解
れ
て
浮
き
上
が
っ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
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「
也
」
字
に
つ
い
て
も
右
斜
め
下
に
引
き
下
ろ
し
た
墨
線
の
一
部
が

浮
き
上
が
っ
て
上
に
折
り
返
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
実
際

の
点
画
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

(16)
さ
ら
に
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟
子
問
』
と
の
間
に
は
、
前
者
が
比

較
的
肥
痩
差
の
少
な
い
線
条
的
な
点
画
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
、

後
者
は
毛
筆
の
弾
力
を
生
か
し
た
紡
錘
型
の
点
画
を
中
心
と
す
る
と

い
っ
た
、
書
風
に
か
か
わ
る
点
画
構
造
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
『
君

子
為
礼
』
と
『
弟
子
問
』
と
の
書
写
者
が
異
な
る
こ
と
は
、
こ
う
し

た
書
風
の
相
違
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

(17)
張
光
裕
氏
の
「
釈
文
考
釈
」
に
よ
れ
ば
、
『
君
子
為
礼
』
の
完
簡
の

簡
長
は
五
十
四
・
一
S

五
十
四
•
五
セ
ン
チ
の
間
、
第
一
契
口
か
ら

頂
端
ま
で
の
距
離
は
十
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま

で
の
距
離
は
十
三
・
ニ
セ
ン
チ
•
第
二
契
口
か
ら
第
三
契
口
ま
で
の

距
離
は
十
九
•
五
セ
ン
チ
、
第
三
契
口
か
ら
尾
端
ま
で
の
距
離
は
十
・

三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
一
方
『
弟
子
問
』
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
残

簡
で
あ
る
た
め
か
、
契
口
位
置
の
数
値
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
草
野

友
子
氏
（
前
掲
注
11)

に
よ
れ
ば
、
『
弟
子
問
』
の
頂
端
か
ら
第
一
契

ロ
ま
で
の
距
離
は
簡
に
よ
っ
て
契
口
の
位
置
に
ず
れ
が
あ
る
た
め
確

定
し
得
な
い
が
、
第
二
契
口
か
ら
第
三
契
口
ま
で
の
距
離
は
十
八
・

ニ
セ
ン
チ
、
第
三
契
口
か
ら
尾
端
ま
で
の
距
離
は
九
•
四

S

九
•
五

セ
ン
チ
で
あ
る
と
い
う
。
草
野
氏
の
数
値
は
原
寸
図
版
に
も
と
づ
く

測
定
と
見
な
さ
れ
、
な
お
若
干
の
誤
差
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

第
二
契
口
お
よ
び
第
三
契
口
の
数
値
に
よ
っ
て
『
君
子
為
礼
』
と
『
弟

子
問
』
と
が
契
口
位
置
を
異
に
す
る
個
別
の
冊
書
で
あ
る
こ
と
は
十

分
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

(18)
『
弟
子
問
』
簡
22
は
、
上
端
残
、
下
端
平
斉
で
あ
る
が
竹
簡
の
繊
維

が
ほ
ぐ
れ
て
残
存
状
態
が
よ
く
な
い
た
め
、
図
版
に
よ
っ
て
契
口
位

置
を
明
瞭
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(19)
『
弟
子
問
』
附
簡
は
文
字
が
薄
く
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
簡
中
に
み
え

る
「
也
」
字
お
よ
び
「
不
」
字
は
い
ず
れ
も
『
弟
子
問
』
の
字
体
と

合
致
す
る
よ
う
で
あ
り
、
『
弟
子
問
』
に
属
す
る
可
能
性
は
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

(

2

0

)

[

表
五
]
に
掲
げ
た
図
版
の
竹
簡
番
号
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

各
篇
の
竹
簡
全
体
の
用
例
に
つ
い
て
は
[
表
四
]
参
照
o

「
不
」
•
…
•
•
『
君
子
為
礼
』
簡

2

（
二
例
）
、
『
弟
子
問
』
簡6

(21)
陳
剣
氏
は
「
簡
22
」
と
す
る
が
、
そ
の
直
後
に
掲
げ
ら
れ
た
釈
文

か
ら
「
簡
18
」
の
誤
り
と
見
な
さ
れ
る
。

(22)
『
君
子
為
礼
』
簡
1
0
の
分
篇
に
つ
い
て
の
異
論
は
み
ら
れ
な
い
が
、

そ
の
妥
当
性
は
『
君
子
為
礼
』
簡
11
に
み
え
る
「
中
尼
」
の
字
体
が

完
全
に
符
合
す
る
点
、
点
画
の
構
造
（
書
風
）
が
共
通
す
る
点
、
第

一
契
口
の
位
置
が
合
致
す
る
点
な
ど
に
よ
っ
て
明
確
に
裏
付
け
ら
れ

る。

(23)
（II)
の
併
合
・
編
聯
は
、
陳
剣
「
談
談
《
上
博
五
》
的
竹
簡
分
篇
・

併
合
与
編
聯
問
題
」
、
陳
偉
「
《
君
子
為
礼
》

9
号
簡
的
綴
合
問
題
」
（
簡
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吊
網
二

0
0
六
年
三
月
六
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

の
見
解

に
従
う
。

(24)

（
III)

の
排
合
は
、
陳
剣
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
併

合
与
編
聯
問
題
」
、
劉
洪
濤
「
談
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
竹
書
《
君
子
為

礼
》
的
併
合
問
題
」
（
簡
吊
網
二

0
0
六
年
九
月
二
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
・

b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

の
見
解
に
従
う
。

(25)

同
様
な
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
形
体
を
も
つ
「
女
（
汝
）
」
字
に
お
い
て

も
指
摘
さ
れ
る
。

(26)
各
文
字
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
末
尾
[
別
表
3
]
参
照
o

(27)
前
掲
注
1
7
参
照
。
な
お
筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
附
簡
を
含
め
た

『
弟
子
問
』
残
存
二
十
五
簡
の
う
ち
、
上
端
平
斉
の
竹
簡
は
簡
2
.

簡
3
•

簡
1
3
•簡
1
9
·簡
2
1の
五
簡
で
あ
り
、
簡

2
1の
第
一
契
口
の

位
置
は
、
図
版
か
ら
は
明
瞭
に
確
認
し
が
た
い
。
草
野
氏
は
簡
2
.

簡
19
の
契
口
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
簡
2
は
「
民
」
字

と
「
也
」
字
と
の
間
、
簡
19
は
「
窓
（
乎
）
」
字
と
「
子
」
字
と
の
間

に
そ
れ
ら
し
き
痕
跡
を
認
め
得
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
仮
に
そ
う

で
あ
れ
ば
、
簡
2

は
九
・
ニ
セ
ン
チ
、
簡

1
9は
十
七
•
八
セ
ン
チ
と

い
ず
れ
と
も
相
違
し
、
『
弟
子
問
』
の
第
一
契
口
の
位
置
は
さ
ら
に
確

定
困
難
と
な
る
。
『
弟
子
問
』
の
竹
簡
断
裂
の
状
況
や
他
の
篇
に
お
け

る
第
一
契
口
の
位
置
の
傾
向
性
か
ら
、
簡
2
の
九
・
ニ
セ
ン
チ
の
可

能
性
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
臆
測
の
域
を
出
な
い
。
『
弟
子

問
』
の
契
口
位
置
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
原
簡
に
よ
る
精
確
な
数

[
付
記
―
]

本
稿
の
第
一
章
•
第
二
章
は
、
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
上
博

四
《
内
礼
》
附
簡
•
上
博
五
《
季
康
子
問
於
孔
子
》
第
十
六
簡

的
帰
属
問
題
」
（
簡
吊
網
二

0
0六
年
三
月
七
日

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

b
s
m
.
o
r
g
.
c
n
/
)

に
も
と
づ
く
。

[
付
記
二
]
本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(
B
)
「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘

教
授
〈
大
阪
大
学
〉
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

値
の
提
示
を
望
み
た
い
。
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中 豊 民 則 敬 而 母 亡

＊ ＊ ＊ ＊ 

7 1 10 6 a a 6 
＊ ＊ ＊ 

10 6 6 

7 ヽ
b 8 内． ， 
6 

礼
7 

b 
11=, 

＊ 

6 

""'ii 

昔
＊ ＊ ＊ 者

4 1 4 君

老
b,  

=. 

内

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
礼
il= 

附

簡

＊ ． ＊ 

a 
17 

a a 
3 

4 a 10 ． ＊ 
4 12 ＊ 

3 3 
8 13 

7 
21 ＊ 

15 
11 

b 12 19 
"'=;J 

4 b 20 
17 

22 
季

＊ 
4 

18 康， ＊ 子＊ 
b 19 b ， 
＊ ＊ 

問

11 ， 23 
17 於

15 10 孔

18 13 子

19 18 lb= 

23 20 

[
別
表
1
]
算
用
数
字
は
竹
簡
番
号
、
右
肩
に
＊
を
付
し
た
数
字
は
表
に
掲
げ
た
図
版
の
竹
簡
を
示
す
。
ま
た
、

掲
げ
た
字
体
を

a
、
下
に
掲
げ
た
字
体
を
b
と
し
て
区
別
し
た
。

一
字
に
二
つ
の
字
体
が
見
え
る
場
合
は
、
上
に

(140) 



子

植 又 砿き 母

2 
5 冒6 
＊ 

え7 

凸

冨
子

／ ／ ／ ／ 巳
簡
3 

＊ 13 1 7 
20 ＊ ＊ ＊ 

14 2 8 冨20 
季~ ^  子

巳

[別表3]算用数字は竹簡番号、右肩に＊を付した数字は表に掲げた図版の竹簡を示す。

豊 也 敬

＊ ＊ 

1 6 

10 9 

内

礼
lb 

=ii 

昔
＊ 者

4 君

老
巨

c=s, 

季

康

子

問

／ ／ ／ 於

孔

子
[b  

簡

16 

＊ 
a 

＊ 

17 
10 

3 

＊ 
=;, 

18 季

康

b 子

6 問
＊ 於
7 孔
8 子
11 b,  

[
別
表
2
]
算
用
数
字
は
竹
簡
番
号
、
右
肩
に
＊
を
付
し
た
数
字
は
表
に
掲
げ
た
図
版
の
竹
簡
を
示
す
。

掲
げ
た
字
体
を

a
、
下
に
掲
げ
た
字
体
を
b
と
し
て
区
別
し
た
。

ま
た
、

一
字
に
二
つ
の
字
体
が
見
え
る
場
合
は
、
上
に
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